
長崎線の鉄道事業再構築実施計画の概要 

 

１．対象路線 

  九州旅客鉄道 長崎線（江北～諫早間：６０．８㎞） 

第三種鉄道事業許可申請における開業時（R4 年度）の輸送密度予測：1,314 人/日 

          

２．事業構造の変更の内容 

（変更前） 第一種鉄道事業者：九州旅客鉄道（株） 

（変更後） 第二種鉄道事業者：九州旅客鉄道（株） 

      第三種鉄道事業者：（一社）佐賀・長崎鉄道管理センター※ 

（鉄道施設はＪＲ九州から管理センターへ譲渡） 

（鉄道用地はＪＲ九州から佐賀・長崎両県へ譲渡し、管理センターへ貸与） 

※（一社）佐賀・長崎鉄道管理センター：佐賀県、長崎県が設立した一般社団

法人 

 

３．計画期間 

令和６年３月１０日～令和１４年３月３１日（８年間） 

 

４．地方公共団体その他の者による支援の主な内容 

（１）佐賀・長崎両県は管理センターに鉄道用地を無償貸与 

（２）佐賀・長崎両県は設備投資費及び保守管理費等を管理センターへ負担金として

拠出 

（３）管理センターは譲渡を受けた鉄道施設の保守管理を行い、ＪＲ九州が無償使用 

 

５．利用者の利便の確保に関する主な事項 

（１）利便性向上の取組 

 ・駅ホームを集約し、駅利用者の移動経路の効率化 

 ・駅周辺整備や駅へのアクセス向上のための新改札口整備 

 ・グリーンスローモビリティの実証運行等による二次交通の充実 

 ・快適性・安全性の向上に繋がる線路設備・電路設備等の整備・改修等（事業費 23 億円）  

（２）利用促進の取組 

 ・駅や駅前広場等を活用した沿線イベントの開催や企画列車の運行 

 ・地域団体等が行う鉄道の利用促進や地域活性化等の取組支援 

 ・特急利用促進キャンペーンやフォトコンテストの実施 

（３）安定的な運行への取組 

 ・ＪＲ九州（第二種鉄道事業者）による車両の保守管理等と列車の運行 

 ・管理センターによる鉄道施設の保守管理（ＪＲ九州へ委託）等（事業費 65 億円） 

合計 88 億円 ※（１）（２）の一部について、社会資本整備総合交付金を活用予定 

 



６．鉄道事業再構築事業の効果 

 

○上下分離方式の導入により長崎線沿線の地域住民の日常生活及び社会生活の

持続的な確保並びに地域資源を活用した魅力ある地域づくりを実現 

○鉄道施設の整備や周辺の環境整備、企画列車の充実や地域団体等と連携したイ

ベントの開催などの取組の推進による利用者の利便性確保 

○利用者数（令和１３年度見込み） 

・令和４年度     16,724 人/日 

・令和 13 年度見込  16,390 人/日 

○第二種鉄道事業者と第三種鉄道事業者が一体となった事業収支の均衡 

 



鉄道事業再構築事業実施スキーム
（計画期間：令和６年３月～令和１４年３月）

■上下分離方式の導入による地域住民の日
常生活及び社会生活の持続的な確保並び
に地域資源を活用した魅力ある地域づくり
の実現

■利用者数：16,390人/日（Ｒ１３年度見込）
（R４年度：16,724人/日）

■第二種鉄道事業者と第三種鉄道事業者が
一体となった事業収支の均衡

効 果

具体的施策と効果

■利用者利便向上に向けた取組
◇快適性・安全性の向上に繋がる線路設備、
電路設備等の整備・改修 ［８年間：２３億円］

◇駅ホームの集約
◇駅周辺整備及び駅へのアクセス向上のための
新改札口整備

◇二次交通の充実

■利用促進の取組
◇駅や駅前広場等を活用した沿線イベントの開催

◇地域団体が行う鉄道利用促進等の取組支援

■安定的な運行への取組
◇ＪＲ九州による車両の保守管理等と列車の運行
◇鉄道施設の保守管理

具体的な施策

(一社)佐賀・長崎
鉄道管理センター

《第三種鉄道事業者》

九州旅客鉄道（株）

運 行

《第二種鉄道事業者》

車両保有・保守管理

長崎線の鉄道事業再構築事業の概要

鉄道施設を
無償譲渡

鉄道施設の
無償使用

鉄道施設
保有・保守管理等

土地の無償貸与、

設備投資費・保守管理費
等の拠出

鉄道施設の
保守管理の
委託

鉄道施設の
保守管理業務

◇は社総交活用予定事業

土地の無償譲渡

国

設備投資費等
の補助

佐賀県・長崎県

土地保有



区間 S62年度 R1年度 R4年度
長崎本線全体 12,646 13,734 9,298

鳥栖～佐賀 24,187 29,817 24,046

佐賀～江北 19,732 19,692 15,478

江北～諫早 9,108 7,780 3,078

諫早～長崎 14,988 17,363 11,128

喜々津～浦上 2,640 4,484 3,921

ＪＲ九州 長崎線の概要

● 区間

江北～諫早 16駅、60.8km

（単線、江北～肥前浜：電化、肥前浜～諫早：非電化）

● 事業構造

第二種：九州旅客鉄道（株）

第三種：（一社）佐賀・長崎鉄道管理センター

● 開業時期

明治24年（1891年）8月：鳥栖・佐賀間 開業

昭和 9年（1934年）12月：全通

（単位：人／日）● ご利用状況（輸送密度）

江北駅

肥前浜駅

諫早駅↓長崎駅

佐賀駅→

電化

非電化

武雄温泉駅

肥前大浦駅

小長井駅

佐賀県

長崎県

● これまでの動き

平成19年12月 新幹線着工に向け、JR九州は肥前山口（現江北）～諫

早間を経営分離せず、上下分離方式により、開業後20

年間運行を維持することで、佐賀県・長崎県・JR九州

との間で合意

平成28年３月 開業時点から23年間、上下分離方式により運行を維持

することで合意

令和４年９月 西九州新幹線開業に併せて上下分離

令和６年２月 鉄道事業再構築実施計画認定

西
九
州
新
幹
線

※R4年度は4月～3月（上下分離移行前含む）の値


